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地
銀
の
本
業
収
益
と
市
場
収
益

　

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
顕
在
化
し
経
済
が
急
減
速
し
た

際
、
地
域
の
企
業
な
ど
へ
の
迅
速
な
資
金

繰
り
支
援
が
必
要
と
な
り
、
地
域
金
融
機

関
が
担
う
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
社

会
的
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
い
ず
れ

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
る
時
に
も
、
地
銀
が
持
つ

機
能
や
経
営
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と

に
対
し
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

だ
が
、
金
融
庁
が
従
前
か
ら
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
地
銀
の
本
業
と
も
言
え
る
顧

客
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
利
益
は
低
迷
し

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
い
て
信
用
コ

ス
ト
の
損
失
が
増
加
す
れ
ば
、
顧
客
部
門

の
収
益
不
振
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
。

　

地
銀
は
顧
客
部
門
の
収
益
不
振
を
カ
バ

ー
す
る
よ
う
に
市
場
収
益
依
存
度
を
高
め

て
い
る
。
筆
者
の
分
析
に
よ
る
地
銀
業
界

（
地
銀
＋
第
二
地
銀
）
の
全
体
収
益
に
占

め
る
市
場
収
益
の
割
合
を
〈
図
表
1
〉
に

示
す
。
経
常
収
益
（
売
上
高
に
相
当
）
に

占
め
る
有
価
証
券
関
連
の
割
合
は
5
年
前

と
比
較
し
て
上
昇
し
て
お
り
、
業
務
粗
利

益
（
売
上
総
利
益
に
相
当
）
に
占
め
る
同

割
合
も
上
が
っ
て
い
る
。
経
常
利
益
ベ
ー

ス
（
計
算
手
法
の
詳
細
は
後
述
）
で
見
る

と
、
も
と
も
と
高
か
っ
た
市
場
収
益
依
存

度
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
最
近
で
は
経
常
利

益
の
ほ
と
ん
ど
を
市
場
部
門
で
稼
ぐ
収
益

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
融
庁
は
毎
年
度
発
表
す
る
金
融
行
政

方
針
等
で
、
地
銀
の
基
礎
的
な
収
益
力
を

見
る
指
標
と
し
て
「
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス

業
務
利
益
」
を
挙
げ
て
い
る
。
16
年
の
発

表
で
は
、
当
時
4
割
で
あ
っ
た
地
銀
の
顧

客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
率
の
赤
字
先

が
10
年
後
に
は
6
割
超
に
な
る
と
い
う
将

来
試
算
を
示
し
て
話
題
と
な
っ
た
。
金
融

庁
は
、
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
（
貸
し

出
し
・
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
利
益
率
を

対
顧
客
業
務
純
益
÷
預
金
平
残
と
し
、
対

顧
客
業
務
純
益
＝
貸
出
残
高
×
預
貸
金
利

市
場
収
益
に
依
存
す
る
地
域
銀
行

顧
客
部
門
利
益
回
復
ま
で
時
間
稼
ぎ
を

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
プ
リ
ン
シ
パ
ル

杉
山
敏
啓

解 説

　
地
域
銀
行
の
市
場
収
益
依
存
度
が
高
ま
り
、
2
0
1
9
年
度
決
算
で
は
地
銀
全
体
の
経
常
利
益
の
99
％
を
市
場
部
門
で

稼
ぐ
と
い
う
収
益
構
造
と
な
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
後
に
地
銀
平
均
の
貸
出
金
利
回
り
と
有
価
証
券
利
回
り
が

逆
転
し
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
の
効
率
性
に
つ
い
て
、
市
場
部
門
が
預
貸
取
引
を
中
心
と
し
た
顧
客
部
門
を
上
回
る
事
業

環
境
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
市
場
収
益
で
稼
ぐ
の
は
合
理
的
な
経
営
行
動
で
あ
る
。
地
銀
に
と
っ
て
顧
客

部
門
と
市
場
部
門
は
い
わ
ば
二
大
収
益
部
門
で
あ
る
が
、
本
業
で
あ
る
顧
客
部
門
が
赤
字
体
質
の
ま
ま
、
市
場
部
門
に
依

存
し
た
片
側
エ
ン
ジ
ン
飛
行
が
長
引
く
と
、
経
営
の
持
続
可
能
性
が
心
配
さ
れ
る
。
市
場
収
益
で
つ
な
い
で
時
間
を
稼
ぎ
、

顧
客
部
門
の
収
益
性
回
復
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

す
ぎ
や
ま
・
と
し
ひ
ろ　
三
和
総
合

研
究
所
入
社
、三
和
銀
行
事
業
調
査

部
出
向
、U
F
J
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
、三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
金
融
戦
略
室
長

を
歴
任
。専
門
は
金
融
機
関
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
。日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協

会
検
定
会
員
、埼
玉
大
学
博
士（
経
済

学
）、江
戸
川
大
学
教
授
。主
著
に「
銀

行
の
次
世
代
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
」

（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）。
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ざ
や
＋
役
務
取
引
等
利
益
─
営
業
経
費
と

定
義
し
て
い
る
。
18
年
に
発
表
さ
れ
た
金

融
行
政
方
針
で
は
、
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス

業
務
利
益
は
「
地
銀
の
本
業
利
益
」
と
明

記
さ
れ
た
。
こ
の
本
業
利
益
が
複
数
年
度

で
連
続
赤
字
と
な
っ
て
い
る
銀
行
数
が

年
々
増
加
し
、「
一
旦
、
本
業
赤
字
と
な

っ
た
銀
行
の
多
く
で
黒
字
転
換
で
き
な
い

状
況
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

19
年
に
発
表
さ
れ
た
金
融
行
政
方
針
で

も
前
年
度
と
同
様
の
調
査
が
行
わ
れ
、
顧

客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
の
5
期
連
続

赤
字
先
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
、
一

度
赤
字
に
転
落
し
た
先
の
多
く
で
は
黒
字

転
換
が
で
き
て
い
な
い
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
そ
し
て
一
部
の
地
銀
に
お
い
て
は
、

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
が
赤
字
と

な
っ
て
い
る
中
、
当
期
の
期
間
収
益
を
積

み
上
げ
る
た
め
に
有
価
証
券
運
用
に
お
い

て
多
大
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
を
行
い
、
多
額

の
含
み
損
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
事
例
が
あ

る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
金
融
庁
は
19
年

に
早
期
警
戒
制
度
を
刷
新
し
、
中
小
・
地

域
金
融
機
関
に
つ
い
て
足
元
の
収
益
実
態

だ
け
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
収
益
性
や

将
来
に
わ
た
る
健
全
性
に
着
目
し
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
早
め
に
経
営
改
善
を

促
す
制
度
運
用
へ
と
改
め
た
。
本
業
の
赤

字
が
続
く
地
銀
に
対
し
て
重
点
監
視
モ
ー

ド
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

地
銀
に
と
っ
て
、
預
貸
業
務
を
中
心
と

し
た
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
本
業
と

呼
ぶ
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
で

は
、
有
価
証
券
業
務
は
地
銀
の
本
業
で
は

な
い
の
か
。
地
銀
の
収
益
構
造
お
よ
び
経

営
実
態
を
鑑
み
る
に
、
顧
客
部
門
と
市
場

部
門
の
二
大
収
益
部
門
を
営
む
事

業
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
実
態

に
即
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

銀
行
に
と
っ
て
預
金
吸
収
を
本
業

と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
預
金
を
元

手
と
し
た
資
金
証
券
運
用
も
本
業

で
あ
る
と
捉
え
る
方
が
自
然
で
あ

る
。
地
銀
経
営
実
務
に
お
い
て
部

門
別
の
収
益
リ
ス
ク
管
理
体
制
は
、

各
行
の
内
部
管
理
会
計
制
度
と
し

て
相
当
普
及
し
て
い
る
。

　

銀
行
内
部
で
は
、
顧
客
部
門
を

営
業
部
門
や
営
業
店
部
門
、
市
場

部
門
を
資
金
証
券
部
門
や
市
場
金

融
部
門
、
市
場
A
L
M
部
門
な
ど

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
二

大
収
益
部
門
の
ほ
か
に
、
純
本
部

部
門
、
本
部
管
理
部
門
な
ど
と
呼

称
さ
れ
る
純
粋
な
コ
ス
ト
セ
ン
タ

ー
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」

〈図表1〉地域銀行の市場収益依存度

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」

〈図表2〉地域銀行の部門別ROAの推移

（出所）全国銀行財務諸表分析　指標定義は図表2と同様　市場部門ROAの降順で表示

〈図表3〉地域銀行の部門別ROA　―個別銀行―
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地
銀
の
部
門
別
R
O
A

　

次
に
、
個
別
銀
行
の
損
益
計
算
書
を
用

い
て
、
筆
者
が
定
め
た
全
行
同
一
の
手
法

に
よ
っ
て
地
銀
の
部
門
別
損
益
を
計
算
し
、

部
門
別
R
O
A
（
総
資
産
利
益
率
）
に
つ

い
て
分
析
し
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
顧
客

向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
は
金
融
庁
の
定

義
と
同
様
と
し
、
こ
こ
に
信
託
報
酬
を
加

算
し
信
用
コ
ス
ト
を
控
除
し
た
後
の
損
益

を
「
顧
客
部
門
損
益
」
と
し
た
。
損
益
計

算
書
の
勘
定
科
目
か
ら
資
金
証
券
関

連
損
益
を
集
計
し
て
「
市
場
部
門
損

益
」
を
求
め
た
。
預
金
利
息
は
、
金

融
庁
の
定
義
に
従
っ
て
預
貸
率
・
預

証
率
に
比
例
し
て
二
つ
の
部
門
に
振

り
分
け
た
。
な
お
金
融
庁
の
定
義
で

は
、
銀
行
の
営
業
経
費
を
す
べ
て
顧

客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
割
り
当
て

る
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
た
め
、
顧
客
部

門
損
益
が
低
め
、
市
場
部
門
損
益
が

高
め
に
出
る
傾
向
が
あ
る
。

　

地
銀
全
体
と
し
て
の
部
門
別

R
O
A
の
推
移
を
〈
図
表
2
〉
に
示

す
。
16
年
2
月
に
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
に
移
行
し
た
後
、
R
O
A

の
低
下
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
姿
が
見

て
取
れ
る
。
顧
客
部
門
R
O
A
の
低

下
度
合
い
の
方
が
大
き
か
っ
た
た
め
、

経
常
利
益
に
占
め
る
市
場
部
門
の
割
合
は

15
年
3
月
期
の
72
%
か
ら
20
年
3
月
期
に

は
99
％
へ
と
高
ま
っ
た
。

　

個
別
銀
行
の
部
門
別
R
O
A
を
、
市
場

部
門
R
O
A
の
降
順
と
し
て
〈
図
表
3
〉

に
示
す
。
R
O
A
は
19
年
度
基
準
の
過
去

5
年
度
平
均
値
で
、
期
中
合
併
行
の
過
去

デ
ー
タ
は
19
年
度
基
準
で
名
寄
せ
し
た
。

損
益
計
算
書
を
用
い
た
本
稿
図
表
デ
ー
タ

に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
期
中
合
併
に
お

け
る
非
存
続
行
の
計
数
は
含
ま
れ
な
い
。

　

市
場
部
門
R
O
A
の
0
・
3
％
近
傍
で

個
別
銀
行
サ
ン
プ
ル
を
二
つ
に
区
分
け
す

る
と
、
市
場
部
門
R
O
A
が
高
い
側
で
は

顧
客
部
門
赤
字
行
が
80
％
と
多
数
派
で
あ

る
一
方
、
市
場
部
門
R
O
A
が
低
い
側
で

は
顧
客
部
門
黒
字
行
が
67
％
と
多
数
派
で

あ
り
、
地
銀
の
収
益
構
造
は
一
色
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
銀
行
別
デ
ー
タ
に
よ

る
市
場
部
門
R
O
A
と
顧
客
部
門
R
O
A

の
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
62
と
逆
相

関
で
あ
っ
た
。
顧
客
部
門
の
利
益
率
が
不

振
で
あ
る
ほ
ど
に
、
市
場
部
門
の
利
益
率

が
高
い
傾
向
が
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

部
門
別
R
O
A
の
相
違
は
、
地
銀
各
行

の
再
編
・
提
携
へ
の
取
り
組
み
と
関
係
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。〈
図
表
4
〉
は
、
地

銀
を
再
編
・
提
携
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
筆

者
が
20
年
末
基
準
で
分
類
し
、
タ
イ
プ
別

に
部
門
別
R
O
A
の
加
重
平
均
を
集
計
し

た
も
の
で
あ
る
。
一
つ
の
銀
行
が
複
数
タ

イ
プ
に
重
複
し
て
該
当
す
る
場
合
は
あ
る
。

外
部
資
本
導
入
を
決
定
し
た
先
（
公
的
資

金
行
、S
B
I
グ
ル
ー
プ
の
資
本
提
携
行
）

は
、
顧
客
部
門
R
O
A
の
赤
字
幅
が
相
対

的
に
大
き
く
、
本
業
利
益
の
不
振
が
そ
う

し
た
経
営
判
断
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
本
体
合
併
を
伴
わ
な
い
再
編
・
提

携
を
決
定
し
た
先
（
持
ち
株
傘
下
行
、
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
行
）
は
、
顧
客
部
門
R
O
A

の
黒
字
幅
が
相
対
的
に
大
き
く
、
収
益
性

の
面
で
ま
だ
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

「
該
当
無
し
行
」
は
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ

に
も
該
当
せ
ず
、
再
編
や
提
携
の
動
き
を

し
て
い
な
い
先
で
あ
る
。
顧
客
部
門

R
O
A
は
赤
字
で
あ
る
が
、
市
場
部
門

R
O
A
を
高
め
る
こ
と
で
全
行
ベ
ー
ス
の

収
益
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

（注）再編・提携のタイプ別の加重平均（個別銀行が複数タイプに該当する場合が
ある）

（出所）全国銀行財務諸表分析　指標定義は図表2と同様　タイプ分けは2020年
末基準

〈図表4〉地域銀行の部門別ROA ―再編・提携のタイプ別―
総資産利益率 (2015 ～ 19年度平均 )

0.40％

0.30％

0.20％

0.10％

0.00％

-0.10％

-0.20％

0.33％

0.04％

0.28％

0.39％

0.09％

0.28％

0.35％

0.11％

0.25％

0.27％

0.04％

0.23％

0.31％

0.32％
-0.02％

0.23％

0.29％

-0.06％

0.22％

0.33％

-0.10％

地域銀行全体
（102行）

アライアンス行
（18行）

持ち株傘下行
（29行）

本体合併行
（12行）

該当無し行
（41行）

公的資金行
（13行）

SBI 資本提携行
（7行）

市場部門ROA
顧客部門ROA
全行ROA

（地域銀行タイプ別の加重平均）

TSUBASAアライアンス、千葉･武蔵野アラ
イアンス、四国アライアンス、千葉･横浜パー
トナーシップﾟ、静岡･山梨アライアンス、F
プロジェクト、いずれかの該当行（複数提携
該当行の重複カウントはしない）

持ち株傘下複数の傘下
行（持ち株傘下単一行
は含めない） 他いずれのﾀｲﾌﾟにも該

当しない先
2020年時点での残高
有り行 島根、福島、筑邦、清水、

東和、仙台、きらやか

2000～ 19年度に銀
行本体合併した銀行

（注）有価証券利回り＝有価証券利息配当金÷有価証券平残
貸出金利回り＝貸出金利息÷貸出金平残　　預金利回り＝預金NCD利息÷預金NCD平残

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」

〈図表5〉地域銀行の有価証券利回り・預貸利回りの推移
利回り
2.50％

2.00％

1.50％

1.00％

0.50％

0.00％

2.04％

1.40％

0.08％

1.18％

0.14％

1.33％

1.08％

0.06％

1.18％

1.07％

0.04％

1.85％

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

貸出金利回り

（地域銀行平均利回り）

有価証券利回り
預金利回り

年度
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地
銀
の
有
価
証
券
関
連
損
益

　

地
銀
平
均
の
資
産
負
債
の
利
回
り
推
移

を
見
る
と
、
貸
出
金
利
回
り
は
低
下
基
調

を
続
け
て
お
り
、
17
年
度
以
降
は
有
価
証

券
利
回
り
と
逆
転
し
て
い
る
〈
図
表
5
〉。

こ
う
し
た
事
業
環
境
を
考
え
る
と
、
地
銀

が
有
価
証
券
運
用
に
注
力
し
て
市
場
で
稼

ぐ
方
向
に
経
営
の
か
じ
を
切
る
の
は
自
然

で
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
有
価
証
券

業
務
は
リ
ス
ク
顕
在
時
に
は
期
間
損
益
ひ

い
て
は
、
自
己
資
本
を
毀き

そ
ん損

す
る
恐
れ
が

大
き
い
た
め
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
銀
の
二
大
収
益
部
門
の
リ
ス
ク
・
リ

タ
ー
ン
の
状
況
を
〈
図
表
6
〉
に
示
す
。

縦
軸
は
平
均
リ
タ
ー
ン
、
横
軸
は
リ
ス
ク

（
標
準
偏
差
）
で
、
い
ず
れ
も
過
去
5
年

の
デ
ー
タ
に
よ
り
計
測
し
た
。
プ
ロ
ッ
ト

図
中
に
引
い
た
回
帰
直
線
の
傾
き
は
、
無

リ
ス
ク
利
子
率
を
ゼ
ロ
と
す
れ
ば
R
O
A

の
シ
ャ
ー
プ
比
率
を
意
味
す
る
。
顧
客
部

門
よ
り
市
場
部
門
の
方
が
傾
き
が
大

き
く
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
効
率
性

に
優
れ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
地
銀
が
市
場
収
益
依
存
度
を

高
め
る
の
は
、
事
業
環
境
に
順
応
し

た
合
理
的
行
動
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

地
銀
の
市
場
収
益
依
存
に
死
角
は

な
い
の
か
。
地
銀
の
有
価
証
券
関
連

損
益
を
、
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
で
あ
る

有
価
証
券
利
息
配
当
金
と
、
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
で
あ
る
有
価
証
券
売
買

損
益
等
（
債
券
5
勘
定
・
株
式
3
勘

定
）
の
プ
ラ
ス
額
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ

ス
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
額
と
に
区
分
け

し
て
、
そ
の
推
移
を
〈
図
表
7
〉
に

示
す
。
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
は
ま
ず
ま

ず
安
定
し
て
推
移
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
一
方
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

／
ロ
ス
は
非
常
に
ボ
ラ
タ
イ
ル
（
変
動
率

が
高
い
状
態
）
で
あ
り
、
世
界
的
金
融
危

機
時
で
あ
る
08
年
度
の
合
計
約
1
兆

1
4
0
0
億
円
と
い
う
巨
額
の
実
現
損
が

目
を
引
く
。

　

業
務
粗
利
益
に
含
ま
れ
る
債
券
5
勘
定

は
、
金
融
機
関
の
決
算
対
策
を
意
識
し
た

益
出
し
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

個
別
銀
行
の
基
礎
的
収
益
力
に
つ
い
て
実

力
を
見
る
際
に
は
、
こ
れ
を
控
除
し

た
コ
ア
業
務
粗
利
益
や
コ
ア
業
務
純

益
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

有
価
証
券
売
買
損
益
等
は
常
に
益
出

し
手
段
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
金

融
資
本
市
場
の
動
向
等
に
よ
っ
て
損

切
り
が
多
発
し
た
年
度
に
は
損
失
超

過
に
も
な
っ
て
お
り
、
債
券
5
勘
定

や
株
式
3
勘
定
を
イ
コ
ー
ル
益
出
し

手
段
と
呼
ぶ
の
は
正
し
く
な
い
。
00

年
度
か
ら
19
年
度
の
過
去
20
年
間
を

累
計
す
る
と
、
債
券
5
勘
定
・
株
式

3
勘
定
の
実
現
益
行
の
プ
ラ
ス
額
は

約
4
・
5
兆
円
で
、
実
現
損
行
の
マ

イ
ナ
ス
額
は
約
4
・
3
兆
円
で
あ
り
、

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
は
お
お
む
ね
イ

ー
ブ
ン
（
差
し
引
き
で
は
辛
う
じ
て

実
現
益
超
過
）
で
あ
っ
た
。
有
価
証

券
売
買
損
益
等
は
、「
打
ち
出
の
小

づ
ち
」
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
に
も
マ

イ
ナ
ス
に
も
大
き
く
振
れ
た
。
こ
う
し
た

歴
史
的
事
実
は
、
有
価
証
券
業
務
で
リ
ス

ク
テ
ー
ク
を
強
め
る
と
、
銀
行
の
期
間
損

益
、
そ
し
て
自
己
資
本
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ

ィ
ー
が
高
ま
る
た
め
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

　

図
表
7
に
示
す
過
去
20
年
間
で
、
債
券

5
勘
定
と
株
式
3
勘
定
の
双
方
と
も
実
現

損
失
（
マ
イ
ナ
ス
額
）
と
な
っ
た
の
は
08

（注）部門別のROA5y、標準偏差5yの計測期間は過去5年度（2015～19年度）の
データによる

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」　指標定義は図表2と同様

〈図表6〉地域銀行の部門別ROAのリスク・リターン
リターンROA5y

リスクσROA5y

0.80％

0.60％

0.40％

0.20％

0.00％

-0.20％

-0.40％
0.00％ 0.05％ 0.10％ 0.15％ 0.20％ 0.25％ 0.30％

リターンROA5y

リスクσROA5y

0.80％

0.60％

0.40％

0.20％

0.00％

-0.20％

-0.40％
0.00％ 0.05％ 0.10％ 0.15％ 0.20％ 0.25％ 0.30％

個別銀行
切片無し回帰直線（傾き 3.6）

個別銀行
切片無し回帰直線（傾き 0.1）

（市場部門ROAのリスク・リターン） （顧客部門ROAのリスク・リターン）

（注）有価証券関連損益＝有価証券利息配当金＋債券5勘定＋株式3勘定
債券5勘定・株式3勘定は各年度の実現益行・実現損行に区分けして示す

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」

〈図表7〉地域銀行の有価証券関連損益の推移
利益額（10億円） （地域銀行計）

インカムゲイン

キャピタルゲイン /ロス

年度

+1500

+1000

+500

+0

-500

-1000

-1500
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

有価証券利息配当金
株式 3勘定 実現益行
債券 5勘定 実現益行
債券 5勘定 実現損行
株式 3勘定 実現損行
有価証券関連損益計

2000年度～ 19年度の累計
実現益行（キャピタルゲイン） 4.50 兆円
実現損行（キャピタルロス） -4.30 兆円
差し引き 0.20 兆円
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年
度
の
1
回
だ
け
で
あ
る
。
双
方
と
も
実

現
益
で
あ
っ
た
の
は
6
回
で
あ
り
、
残
り

の
13
回
は
逆
方
向
で
あ
っ
た
。
地
銀
計
の

両
勘
定
の
時
系
列
相
関
係
数
を
09
〜
19
年

度
で
計
測
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
0
・
9
で
あ

り
、
こ
の
期
間
に
関
し
て
は
強
い
逆
相
関

関
係
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
市
場
リ
ス
ク

管
理
の
世
界
で
は
、
債
券
リ
ス
ク
と
株
式

リ
ス
ク
の
逆
相
関
の
関
係
性
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
個
別
地
銀
の
財
務
会
計

に
も
表
れ
て
い
る
こ
と
は
、
銀
行
業
に
お

い
て
ア
セ
ッ
ト
・
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
効
性
を

支
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
。

顧
客
部
門
の
収
益
立
て
直
し

　

19
年
度
に
は
地
銀
1
0
2
行
の
中
で
、

顧
客
部
門
・
市
場
部
門
の
2
部
門
と
も
黒

字
と
い
う
先
は
39
行
で
あ
っ
た
。
顧
客
部

門
は
赤
字
で
市
場
部
門
が
黒
字
と
い
う
先

は
60
行
で
、
地
銀
業
界
に
お
い
て
今
や
多

数
派
だ
。
経
常
利
益
の
生
み
出
し
方
と
し

て
、
顧
客
部
門
が
利
益
貢
献
せ
ず
に
市
場

部
門
に
依
存
し
た
片
側
エ
ン
ジ
ン
飛
行
が

常
態
化
し
て
し
ま
う
と
、
稼
ぎ
頭
で
あ
る

市
場
部
門
に
強
い
収
益
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

か
か
り
続
け
、
市
場
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト

（
市
場
リ
ス
ク
を
意
識
的
に
取
る
態
度
）

が
慢
性
的
に
強
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
も
し

も
金
融
市
場
が
ス
ト
レ
ス
的
状
況
と
な
っ

た
際
、
巨
額
の
評
価
損
や
実
現
損
を
被
れ

ば
、
銀
行
の
経
営
健
全
性
を
損
な
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
経
営
計
画

策
定
に
先
立
っ
て
実
効
的
な
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
（
耐
性
評
価
）
を
行
っ
た
上
で
、
シ

ョ
ッ
ク
が
生
じ
た
際
に
も
経
営
健
全
性
を

損
な
わ
な
い
程
度
の
市
場
リ
ス
ク
テ
ー
ク

に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は

ま
さ
に
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
思
想
で
あ
る
。
第
二
に
、
市
場

収
益
依
存
度
が
高
ま
る
原
因
と
な
っ
て
い

る
顧
客
部
門
の
収
益
不
振
を
是
正
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
金
利
や
手
数

料
と
い
っ
た
対
顧
客
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
適

正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費
削
減
に
よ

っ
て
対
顧
客
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
経
費
効
率

性
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

預
貸
利
ざ
や
が
縮
小
し
て
顧
客
部
門
の

リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
が
悪
化
す
る
一
方
、

市
場
部
門
で
は
一
定
の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー

ン
が
確
保
で
き
る
現
下
の
事
業
環
境
を
鑑

み
て
、
二
大
収
益
部
門
を
擁
す
る
地
銀
が

私
企
業
と
し
て
、
顧
客
部
門
の
不
振
を
市

場
部
門
で
カ
バ
ー
す
る
取
り
組
み
自
体
は

首
肯
さ
れ
る
。
だ
が
、
地
銀
の
も
と
も
と

の
設
立
趣
旨
や
経
営
理
念
を
見
る
と
、
顧

客
部
門
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
置
か
れ

て
い
る
先
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
市
場
部
門
だ

け
で
経
常
利
益
の
大
半
を
稼
ぐ
構
図
は
、

苦
し
い
状
況
下
の
つ
な
ぎ
と
し
て
致
し
方

な
い
が
、
地
銀
に
ふ
さ
わ
し
い
恒
久
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
評
し
に
く
い
。
市

場
部
門
で
収
益
を
つ
な
ぎ
、
稼
い
だ
時
間

を
生
か
し
て
顧
客
部
門
の
収
益
不
振
の
立

て
直
し
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
地
銀
が

経
営
の
持
続
可
能
性
を
確
か
な
も
の
と
す

る
上
で
の
カ
ギ
と
な
る
。

　

地
銀
の
提
携
や
再
編
は
、
市
場
部
門
の

収
益
増
強
を
主
要
目
的
と
し
た
事
案
よ
り

も
、
顧
客
部
門
の
収
益
強
化
や
経
費
効
率

性
改
善
を
主
眼
と
し
た
も
の
の
方
が
、
多

数
派
で
あ
る
。
独
禁
法
特
例
法
の
施
行
に

加
え
て
、
政
府
・
日
銀
は
相
次
い
で
再
編

を
後
押
し
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を

用
意
す
る
な
ど
、
地
銀
再
編
を
め
ぐ
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
高
ま

り
を
見
せ
て
い
る
。
だ
が
、
20
年
11
月
末

の
独
禁
法
特
例
法
の
施
行
に
際
し
て
麻
生

太
郎
金
融
担
当
相
が
記
者
会
見
で
「
再
編

は
金
融
機
関
の
経
営
判
断
に
基
づ
く
こ
と

が
第
一
」
と
発
言
し
た
よ
う
に
、
経
営
判

断
の
主
体
は
金
融
機
関
自
身
で
あ
る
。
提

携
や
再
編
と
い
う
手
段
が
、
顧
客
部
門
の

収
益
不
振
か
ら
の
立
て
直
し
に
ど
れ
だ
け

資
す
る
の
か
が
、
経
営
判
断
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。


